
幼
な
子
ら
を
わ
た
し
の
所
に
来
る
ま
ま
に
し

て
お
き
な
さ
い
。
止
め
て
は
な
ら
な
い
。
神

の
国
は
こ
の
よ
う
な
者
の
国
で
あ
る
。

マ
ル
コ
10
・
14

●
垂
水
教
会
は
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）

に
日
本
伝
道
隊
御
影
聖
書
学
舎
が
垂
水
区
塩

屋
に
移
り
、
伝
道
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今

日
ま
で
、
歴
代
牧
師
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

伝
道
と
教
会
音
楽
に
励
み
、
主
に
仕
え
て
い

ま
す
。

教
会
学
校
の
働
き
に
つ
い
て
で
す
が
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
へ
の
信
仰
継
承
の
た

め
、
長
期
方
針
を
掲
げ
て
、
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
１
．
生
徒
を
受
洗
に
ま
で
導
き
、

そ
の
後
の
信
仰
生
活
の
助
け
を
す
る

２
．

大
人
の
礼
拝
に
導
く

３
．
生
徒
が
教
会
の
一
員
（
二
十
一
世
紀
の
垂

水
教
会
を
背
負
う
）
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
ま
で
導
く

４
．
小
学
科

（
分
校
を
含
む
）
か
ら
中
学
科
へ
確
実
に
導
く

５
．
生
徒
を
通
し
て
家

族
へ
の
伝
道
で
す
。
こ
れ
か
ら
教
会
学
校
の
活
動
内
容
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
教
会
学
校
（
本
校
）

毎
週
、
八
時
四
五
分
か
ら
一
〇
時
ま
で
、
幼
稚
科
・
小
学
科
・
中
高
科

と
三
区
分
に
し
て
、
垂
水
教
会
で
礼
拝
を
し
て
い
ま
す
。
教
師
は
教
職

二
名
、
信
徒
教
師
七
名
で
す
。
礼
拝
は
、
ピ
ア
ノ
で
奏
楽
を
し
て
、
Ｏ
Ｈ

Ｐ
（
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
）
を
用
い
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
歌

詞
を
映
写
し
ま
す
。
礼
拝
は
前
奏
、
賛
美
、
主
の
祈
り
、
交
読
文
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
献
金
、
お
祈
り
の
典
型
的
な
進
め
方
で
す
。
献
金
は
、
子
ど
も

た
ち
に
献
金
袋
を
持
た
せ
、
彼
ら
が
献
金
感
謝
の
お
祈
り
を
さ
さ
げ
ま

す
。
祈
り
の
言
葉
が
出
な
い
時
は
、
教
師
が
先
に
祈
っ
て
あ
げ
て
、
生

徒
は
そ
れ
に
従
っ
て
、
お
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
す
。
お
祈
り
の
さ
さ
げ
方

を
覚
え
て
、
人
前
で
祈
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
の
訓
練
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
礼
拝
後
は
分
級
を
行
い
、
小
学
科
は
三
グ
ル
ー
プ
（
小
学

一
〜
二
年
、
三
〜
四
年
、
五
〜
六
年
）
に
別
れ
て
進
め
ま
す
。
小
学
科
担

当
の
教
師
は
、
生
徒
た
ち
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
分
か
ち
合
い
や
子
供
た
ち

の
一
週
間
の
出
来
事
な
ど
を
聞
い
た
り
し
て
、
親
交
を
深
め
、
信
仰
の

ケ
ア
に
あ
た
り
ま
す
。
月
に
一
度
、
礼
拝
後
に
教
師
会
が
開
か
れ
る
の

で
、
そ
の
時
に
、
各
分
級
担
当
の
教
師
は
子
ど
も
達
の
様
子
を
報
告
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
信
仰
や
生
活
の
状
況
を
共
有
し
合
い
、
意
見
を
集
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結
さ
せ
て
、
さ
ら
に
効
果
的
な
働
き
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

分
級
の
進
め
方
は
牧
羊
者
の
ワ
ー
ク
に

沿
っ
て
行
い
ま
す
。
大
半
の
生
徒
は
片
親

か
祖
父
母
の
ど
ち
ら
か
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
す
が
、
両
親
が
全
く
礼
拝
に
出
席
し
て
な

く
て
も
、
教
会
学
校
に
来
て
い
る
子
ど
も
も

少
数
で
す
が
い
ま
す
。

中
・
高
等
科
の
礼
拝
順
序
は
小
学
科
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
ギ
タ
ー
を
用
い
て
、
ワ
ー
シ
ッ
プ
ソ
ン
グ

を
歌
い
ま
す
。
礼
拝
後
は
椅
子
の
配
置
を
替
え
て
、
み
ん
な
で
輪
に
な

り
交
わ
り
と
祈
り
の
時
を
も
ち
ま
す
。
礼
拝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

分
か
ち
合
っ
た
り
、
近
況
報
告
を
し
合
っ
て
、
主
に
あ
る
親
交
を
深
め

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
高
校
を
卒
業
し
た
ら
、
教
会
学
校
か

ら
大
人
の
礼
拝
に
移
る
の
で
、
中
・
高
等
科
の
教
師
は
橋
渡
し
の
役
割

と
し
て
責
任
を
自
覚
し
つ
つ
、
聖
霊
の
助
け
と
御
言
葉
に
委
ね
て
、
奉

仕
を
し
て
い
ま
す
。

●
分
校

私
た
ち
の
教
会
は
、
分
校
を
三
ヶ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
二
年
前
に

は
男
子
高
校
生
が
自
ら
礼
拝
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
教
会
に
導
か
れ
た
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
小
学
生
の
時
に
分
校
に
来
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
時
は
教
会
を

挙
げ
て
、
分
校
の
働
き
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
救
い
の
喜
び
に
浸
り

ま
し
た
。

Ⅰ
．
大
町
分
校

毎
週
水
曜
日
、
午
後
三
時
三
〇
分
か
ら
四
時
三
〇
分
ま
で
、
教
会
近

く
の
幼
稚
園
の
一
室
を
借
り
て
行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
は
教
職
の
伝
道

師
で
す
。
幼
稚
園
の
前
園
長
が
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
こ
と

で
、
昔
か
ら
会
場
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
分
校
の

働
き
が
継
続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
隣
に
は
小
学
校
が
あ
り
、

分
校
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
卒
園
し
た
子
ど
も
達
は
ほ
ぼ
全
員
、
そ
の

小
学
校
に
入
学
し
ま
す
。
分
校
の
会
場
が
公
共
の
幼
稚
園
と
い
う
こ
と

も
相
ま
っ
て
、
小
学
生
た
ち
が
分
校
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

大
町
分
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ⅰ
部
が
礼
拝
、
教
職
が
ギ
タ
ー
を
弾
い

て
、
前
奏
、
賛
美
、
主
の
祈
り
、
交
読
文
、
賛
美
、
紙
芝
居
を
用
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
お
祈
り
、
賛
美
、
最
後
に
ワ
ー
ク
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
は
、
室
内
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
外
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ボ
ー
ル
遊
び

を
し
た
り
、
か
け
っ
こ
や
鬼
ご
っ
こ
等
で
一
緒
に
遊
び
ま
す
。
今
、
参
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加
し
て
い
る
子
ど
も
達
は
、
男
の
子
な
の
で
サ
ッ
カ
ー
や
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
大
人
と
遊
べ
る
こ
と
が
楽
し
み
の
よ
う
で
す
。
低
学
年
の
時

か
ら
何
年
も
ほ
ぼ
毎
週
、
分
校
に
き
て
く
れ
る
高
学
年
の
子
ど
も
達
は
、

教
会
に
対
す
る
理
解
や
信
頼
も
あ
り
、
時
々
、
友
達
を
連
れ
て
き
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
春
や
秋
に
催
さ
れ
る
垂
水
教
会
で
の
子
ど
も
大
会
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。

Ⅱ
．
上
高
丸
分
校

毎
週
土
曜
日
、
午
後
三
時
か
ら
四
時
ま
で
、
近
く
の
市
営
集
合
団
地

の
中
庭
で
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
の
姉
妹
が
二
十
年
以
上
も
同
じ
場
所

で
、
働
き
を
続
け
て
い
ま
す
。
分
校
の
進
め
方
は
大
町
分
校
と
同
じ
で

す
。
今
は
数
年
間
ほ
ぼ
毎
週
出
席
し
て
く
れ
る
生
徒
が
い
ま
す
。
二
年

前
に
、
こ
の
分
校
出
身
の
男
子
高
校
生
が
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

Ⅲ
．
滑
（
な
め
ら
）
分
校

毎
週
水
曜
日
、
午
後
三
時
か
ら
四
時
ま
で
、
近
く
の
公
園
で
行
っ
て

い
ま
す
。
上
高
丸
分
校
と
同
じ
姉
妹
が
長
年
担
当
し
て
い
ま
す
。
進
め

方
は
前
項
と
同
じ
で
す
。
他
の
分
校
と
は
違
い
、
足
を
運
ん
で
く
れ
る

子
ど
も
は
毎
回
変
わ
り
ま
す
。
天
候
の
悪
い
時
や
学
校
で
行
事
が
あ
れ

ば
、
公
園
に
子
ど
も
が
お
ら
ず
、
生
徒
数
が
ゼ
ロ
の
時
も
あ
り
ま
す
が
、

倦
ま
ず
弛
ま
ず
働
き
を
続
け
て
い
ま
す
。

分
校
の
課
題
は
、
生
徒
た
ち
の
両
親
が
未
信
者
な
の
で
中
学
に
進
学

し
て
か
ら
本
校
の
教
会
学
校
に
つ
な
が
る
の
が
難
し
い
こ
と
で
す
。

「
あ
な
た
の
パ
ン
を
水
の
上
に
投
げ
よ
、
多
く
の
日
の
後
、
あ
な
た
は
そ

れ
を
得
る
か
ら
で
あ
る
」（
伝
道
11
・
１
）
の
み
言
葉
を
実
感
さ
せ
ら
れ

る
働
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
御
言
に
は
、
あ
な
た
が
た
の
た
ま
し
い
を

救
う
力
が
あ
る
」（
ヤ
コ
ブ
１
・
21
）
と
い
う
真
理
を
信
じ
て
、
聖
霊
の

助
け
に
よ
っ
て
御
言
葉
を
宣
べ
伝
え
る
働
き
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

●
特
別
行
事

定
期
集
会
以
外
の
教
会
学
校
の
特
別
行
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
四

月
：
教
区
Ｃ
Ｓ
研
修
会

五
月
：
母
の
日
、

研
修

六
月
：
花
の
日
、
交
番
、
消
防
署
に

花
束
を
届
け
る
。
幼
・
小
学
科
子
ど
も
大
会

七
月
：
夏
期
の
行
事
の
準
備
、
幼
稚
科
夏
期

学
校
（
未
就
児
対
象
）、
こ
れ
は
土
曜
日
の
午

前
か
ら
教
会
に
集
ま
り
、紙
芝
居
、メ
ッ
セ
ー

ジ
、
ゲ
ー
ム
、
昼
食
、
工
作
な
ど
を
行
う
日

帰
り
の
行
事

八
月
：
教
区
中
高
科
バ
イ
ブ

ル
キ
ャ
ン
プ

九
月
：
牧
師
よ
り
研
修
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一
〇
月
：
牧
師
よ
り
研
修

十
一
月
：
牧
師

よ
り
研
修

十
二
月
：
幼
小
中
高
ク
リ
ス
マ

ス
祝
会

一
月
：
牧
師
よ
り
研
修

二
月
：

牧
師
よ
り
研
修

三
月
：
進
級
卒
業
式

●
小
学
科
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
二
泊
三
日
）

一
日
目
：
午
前
は
キ
ャ
ン
プ
施
設
へ
移
動
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
午
後
は
賛
美
タ
イ

ム
、
開
会
礼
拝
、
分
級
、
お
や
つ
、
自
由
時

間
、
お
ふ
ろ
、
夕
食
、
映
画
会
、
就
寝

二
日
目
：
午
前
六
時
起
床
、
朝
の
お
祈
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
朝
食
、
そ

う
じ
、
賛
美
タ
イ
ム
、
礼
拝
、
分
級
、
ハ
イ
キ
ン
グ
出
発
、
午
後
：
キ
ャ

ン
プ
場
帰
着
、
お
や
つ
、
自
由
時
間
、
お
ふ
ろ
、
夕
食
、
賛
美
と
お
話
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
就
寝

三
日
目
：
午
前
六
時
起
床
、
朝
の
祈
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
朝
食
、
そ
う

じ
、
賛
美
タ
イ
ム
、
開
会
礼
拝
、
分
級
、
午
後
：
昼
食
、
キ
ャ
ン
プ
場
出

発
、
垂
水
教
会
に
到
着
し
て
解
散

●
幼
・
小
学
科
子
ど
も
大
会
（
六
月
・
十
月
）

春
と
秋
に
子
ど
も
大
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
時
間
は
土
曜
日
午
後
二

時
か
ら
四
時
で
す
。
毎
回
の
子
ど
も
大
会
で

メ
イ
ン
の
食
べ
物
を
用
意
し
ま
す
。
六
月
は

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
そ
の
他
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
綿
菓
子
な
ど
で
す
。
ト
ラ
ク
ト
に
こ
れ

ら
の
メ
イ
ン
の
食
べ
物
を
大
き
く
載
せ
て
、

子
ど
も
達
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
大
会
の
一

週
間
前
に
は
、
近
所
の
二
つ
の
小
学
校
正
門

前
で
、
登
校
時
に
数
名
で
ト
ラ
ク
ト
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
。
何
十
年
も
前
か
ら
継
続
し

て
い
る
働
き
で
す
の
で
、
小
学
校
の
先
生
た

ち
も
何
ら
抵
抗
な
く
ト
ラ
ク
ト
配
布
を
許
可

し
て
く
れ
ま
す
。
近
年
は
昔
に
比
べ
て
、
子

ど
も
が
ト
ラ
ク
ト
を
取
っ
て
く
れ
る
確
率
が

顕
著
に
低
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
事
前

の
案
内
配
布
に
よ
っ
て
、
毎
回
の
大
会
に
普

段
教
会
学
校
に
来
な
い
五
名
前
後
の
子
ど
も

達
が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
大
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
1
部
が
礼
拝
、
二
部
が
ゲ
ー

ム
大
会
で
す
。
一
部
の
奉
仕
者
は
司
会
者
、
ピ
ア
ノ
奏
楽
者
、
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
が
た
て
ら
れ
、
時
間
は
三
十
分
程
度
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
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黙
と
う
、
賛
美
、
お
祈
り
、
賛
美
、
暗
唱
聖
句
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
お
祈
り

で
終
わ
り
ま
す
。

二
部
の
ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、
各
部
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
ゲ
ー
ム
を

用
意
し
て
、
各
ゲ
ー
ム
担
当
の
Ｃ
Ｓ
教
師
た
ち
が
割
り
当
て
ら
れ
、
子

ど
も
達
が
自
由
に
各
部
屋
を
回
っ
て
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。
子
ど

も
達
に
一
枚
の
カ
ー
ド
を
渡
し
、
一
つ
の
ゲ
ー
ム
が
済
ん
だ
ら
、
そ
の

ス
タ
ン
プ
を
も
ら
い
、
全
部
の
ゲ
ー
ム
が
済
ん
だ
ら
、
ゲ
ー
ム
が
終
わ

る
仕
組
み
で
す
。
ゲ
ー
ム
は
外
の
玄
関
前
で
水
風
船
釣
り
、
輪
投
げ
、

工
作
、
暗
唱
聖
句
な
ど
で
す
。
子
ど
も
達
が
頭
を
使
っ
た
り
、
指
先
を

集
中
さ
せ
た
り
、
想
像
力
を
働
か
せ
た
り
し
て
五
感
を
働
か
せ
刺
激
さ

せ
て
、
飽
き
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
が
終
わ
る
と
、
机

や
椅
子
を
食
事
用
に
配
列
し
て
最
後
に
夏
な
ら
ア
イ
ス
、
ま
た
は
お
菓

子
や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
食
し
て
、
牧
師
の
挨
拶
と
教
会
学
校
の
案
内
を
行

い
、
最
後
の
祈
り
を
も
っ
て
、
子
ど
も
大
会
が
閉
じ
ら
れ
ま
す
。

●
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス

十
二
月
の
第
三
土
曜
日
、
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
行
い
ま
す
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
春
と
秋
の
子
ど
も
大
会
が
ベ
ー
ス
で
す
。
垂
水
教
会
の
子

ど
も
大
会
は
、
毎
年
土
曜
日
で
同
じ
時
間
帯
で
す
の
で
、
近
隣
の
子
ど

も
達
に
あ
る
程
度
は
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
は
普
通
の
子
ど
も
大
会
と
は
違
い
、
普
段
本
校

の
礼
拝
に
出
席
し
て
い
る
子
ど
も
達
が
、
前
々
か
ら
練
習
し
て
き
た
降

誕
劇
ま
た
は
人
形
劇
を
披
露
し
ま
す
。
劇
が
終
わ
り
、
盛
り
上
が
っ
た

と
こ
ろ
で
Ｃ
Ｓ
教
師
が
サ
ン
タ
の
衣
装
を
着
て
、
子
ど
も
達
の
前
に
現

れ
、
子
ど
も
達
の
興
奮
が
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。
し
ば
し
サ
ン
タ
と
子

ど
も
た
ち
の
問
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
後
、
サ
ン
タ
は
退
場
し
て
、
教

会
学
校
本
校
の
表
彰
式
が
始
ま
り
ま
す
。
最
後
に
校
長
で
あ
る
牧
師
が

閉
会
の
お
祈
り
を
さ
さ
げ
、
本
校
の
教
会
学
校
の
案
内
を
し
て
、
解
散

と
い
う
流
れ
で
す
。

近
年
は
宗
教
に
対
す
る
偏
見
や
子
ど
も
の
習
い
事
な
ど
が
増
え
て
、

本
校
や
分
校
、
子
ど
も
大
会
の
参
加
人
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
素
直
な
心
を
も
っ
た
若
い
時
に
、
教
会
に
来
て
、
福
音
に
ふ

れ
て
く
れ
れ
ば
、
将
来
ふ
と
し
た
こ
と
で
教
会
へ
足
を
運
び
や
す
い
の

は
明
快
で
す
。

全
国
の
教
会
学
校
が
祝
福
さ
れ
、
聖
霊
が
働
か
れ
て
、
子
ど
も
達
が

教
会
へ
行
っ
て
救
わ
れ
、
信
仰
継
承
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。「
あ
な
た
の
若
い
日
に
、
あ
な
た
の
造
り
主
を
覚

え
よ
」（
伝
道
12
・
１
）
の
聖
句
が
、
近
隣
の
多
く
の
子
ど
も
達
に
実
現

さ
れ
る
よ
う
に
祈
り
、
主
の
み
わ
ざ
に
期
待
し
て
進
ん
で
行
き
ま
す
。
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